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	 本研究は、有力な性決定遺伝子候補が特定されているトラフグとその近縁種

をモデルグループとして、「魚類近縁種間で性決定機構が置換する現象」の理解

に資することを目指した研究である。本研究ではまず、トラフグにおいて性決

定遺伝子ではないかと予想されていた Amhr2 遺伝子が実際に性決定能をもつ
ことを、トランスジェニックおよびゲノム編集技術を用いてしめしている。つ

ぎに解析対象を近縁種群へとひろげ、トラフグ属内では多くの種が祖先的な性

決定遺伝子座（Amhr2遺伝子座）を共有しているものの、ごく一部の種が新し
い性決定遺伝子を獲得していること明らかにしている。さらに、トラフグ属の

中で新規性決定遺伝子を獲得したと考えられる 3 種について、遺伝学およびゲ
ノム科学的手法を駆使して、その性決定遺伝子の有力な候補を同定することに

成功している。 
	 水産魚の多くは近縁種群から構成されるが、本研究で明らかとなった近縁種

内における性決定遺伝子の置換パターンは、それら有用魚間の性決定遺伝子の

保存度を推定する際に有用な指標となる。さらに、本研究で成功した性決定遺

伝子同定ストラテジーを他の魚類に適用することで、従来よりも迅速に性決定

遺伝子を決定することが可能となる。以上、本研究の成果は水産分野における

性決定遺伝子の有効活用に大きく貢献すると考えられる。 
	 これらの研究成果は、学術上応用上寄与するところが少なくない。よって、

審査委員一同は本論文が博士（農学）の学位論文として価値あるものと認めた。




